


●通勤時間が短くなり時間的な余裕が生まれます
●ゆとりある子育てが可能になります
●昼間人口が増え消費が増加し経済が活性化します
●働く場所が増えるため若者の流出が減少します

●税収面でお年寄りを支えることができます
●若者が地域で働き社会機能の一翼を担います
●若者が残ることで伝統文化の継承が可能になります

職住近接で子育て最適な知多市に！職住近接で子育て最適な知多市に！

若者が住み続けることで
　　　お年寄りにも優しい知多市に！
若者が住み続けることで
　　　お年寄りにも優しい知多市に！

働く場所が増え職住近接の街が実現すると

商業力の目安となる人口一人あたりの小売業年間商品販売額は全国814市区中
803位、顧客吸引力指数は0.4と6割の消費が市外に流出しているなど、知多市の
商業環境は極めて脆弱です。
知多市の商業面での大きな課題を解決していくため、商業に適した土地利用の見
直しや、起業支援など商業関連施策をパッケージにした「知多楽市楽座」を提言し
てまいります。
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ベッドタウンからの脱却！ベッドタウンからの脱却！

そのため、知多市で育った子どもたちが大人になった時に住み続けることが難
しいのです。人を呼び込む施策も大切ですが、知多市に愛着を持つ、この街で育っ
た子どもたちが、この街で住み続けることができるよう、働く場所を作り出す
ことが大人の役目だと考えます。
そのための課題解決手法が、ベッドタウンからの脱却！です。

知多市は働く場所の少ないベッドタウンです。

まちおこしにも力を入れてきました！まちおこしにも力を入れてきました！

知多半島の知多市以外の市（東海市・大府市・常滑市・半田市）は概ね人口の半数程度の従業者数が
あります。知多市は人口の4分の1しか従業者数がなく、近隣市の半分程度しか雇用がないといえま
す。知多市の雇用の少なさは、危機的な財政状況や人口減少の大きな要因であると考えられます。知
多市で育った子どもたちが知多市で住み続けられるように、雇用を増やさなければなりません。

2015年9月にサントリーウイスキー知多
が発売されたことから、知多市のご当地
ハイボールを開発し、市内飲食店で提
供していただく「知多ハイボール大作
戦」を企画しました。その企画を東海テ
レビの「スタイルプラス」で紹介してい
ただくこととなり、事務局としてテレビ
に出させていただきました。

知多市の自慢すべき伝統工芸「手織り
知多木綿」で、流行しつつある普段着着
物を作りたいと思い、岡田の木綿蔵で
反物を織っていただきました。出来上が
った反物で作ったのが右の写真の着物
です。手織り知多木綿普段着着物をたく
さんの人に着ていただき、まちおこしに
つなげたいと考えています。

ご当地ハイボールでまちおこし 手織り知多木綿で着物づくり

私もほんの少しだけ織ってみました

子どもたちが
住み続けられる
知多市づくり！

子どもたちが
住み続けられる
知多市づくり！

リニエア・シティ
リニアとエアの真ん中

LINEAIR CITY CHITA
LINEAR AIR

日本の隅々と世界に近い緑園都市

知多市の新たなコンセプトとして「リニエア・シティ」を提唱します。


